
選　者 敬称略・50音順

生涯学習フェスティバル 東京都認可通信教育

投句・会場参加
募集中

田辺市　紀南文化会館会　　場

平成29年4月27日（木）投句締切

主催：　　　　　　　　・和歌山県田辺市
　　　南方熊楠翁生誕150周年記念事業実行委員会
共催：　　　　和歌山放送局
後援：文化庁・和歌山県教育委員会・田辺市教育委員会
　　　南方熊楠顕彰会・南方熊楠記念館・田辺市熊野ツーリズムビューロー
　　　和歌山俳句作家協会・田辺市俳句連盟・紀伊民報

夏
井
い
つ
き

星
野
　
高
士

開催日時

対　談

13:00～16:00
平成29年7月2日（日）

星野高士さんと夏井いつきさんの対談、５人の選者による選評、表彰、また、当日句の募集を行います。
どうぞ一日を俳句でお楽しみください。ご家族やご友人もぜひお誘いください。

「
俳
句
の
力

〜
私
に
才
能
あ
り
ま
す
か
？！
〜
」

大石悦子
「鶴」

夏井いつき
「いつき組」

「ＮＨＫ俳句」選者

川口　修
「若葉」

田辺市俳句連盟会長

星野高士
「玉藻」

堀本裕樹
「いるか・梓」

南方熊楠翁生誕150周年記念

お知らせ

南方熊楠（1867-1941）は、和歌山県出身で、博物学、民俗学の分野における近代
日本の先駆者的存在であり、同時に植物学、特に「隠花植物」と呼ばれていた菌類・
変形菌類・藻類等の代表的な研究者です。
生誕150年を記念し、熊楠が愛した和歌山県田辺市の素晴らしい自然と文化を全国に発信します。



投
句
締
切
　
平
成
29
年
4
月
27
日（
木
）消
印
有
効

規
定
の
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
大
き
さ
な
ど
同
形
式
で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
自
由
題
二
句
ま
た
は
自
由
題
二
句
＋
題
詠
一
句
）

投
句
料

①
自
由
題
二
句
の
場
合　

２
、０
０
０
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠
「
知
」
一
句
の
場
合　

２
、８
０
０
円

　

そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

送
金
方
法

●
郵
便
為
替
（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便

払
込
の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
切
手
の
代
用
は
不
可
）

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞

退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

賞
・
発
表

●
大
会
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）

　

田
辺
市
長
賞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
長
賞
・
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
大
会
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
の
発
表
は
、
大
会
当
日
発
行
の
「
入
選
作
品
集
」
で
行
い
ま
す
。

　

投
句
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
句
要
領

題
詠
「
知
」
必
ず
「
知
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入

の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
の
場
合
、
手
数
料
は

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
負
担
で
す
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
「
の
り
し
ろ
」
欄
に
貼

り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－
５

－

３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　

加
入
者
名
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

俳
句
大
会
事
務
局

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

春
の
川
隔
て
て
男
女
か
な
 

夏
目
漱
石

お
と
こ

お
ん
な

そ
う

せ
き

　
男
女
の
ル
ビ
は
、
こ
ち
ら
で
勝
手
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
原
作
者
も
そ

の
つ
も
り
で
あ
る
が
、い
ま
風
の
読
み
で
は
、あ
る
い
は
俳
句
に
親
し
み
の
な
い
ひ
と
は
、

「
ダ
ン
ジ
ョ
か
な
」
と
読
み
く
だ
す
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
た
だ
し
、
男
女
と
男
女
で
は
、
一
句
の
印
象
に
微
妙
な
ち
が
い
が
生
ま
れ
る
。
男
女

と
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
カ
ッ
プ
ル
。
男
女
と
な
る
と
、
男
と
女
で
あ
る
。
も
と
よ
り
作

者
は
明
治
の
ひ
と
。
か
り
に
対
象
が
若
い
カ
ッ
プ
ル
で
あ
っ
て
も
、
何
十
年
も
前
の
日

本
人
な
ら
、
春
の
野
辺
に
も
人
目
を
は
ば
か
る
筈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
春
の
川
面
の

な
ん
と
ま
ぶ
し
い
こ
と
か
。

　
と
き
に
俳
句
も
、
作
品
の
時
代
背
景
を
念
頭
に
し
て
鑑
賞
す
る
と
、
思
わ
ぬ
風
味
を

愉
し
む
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

『
俳
句
』
81
号
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
創
設
者　

飯
田
龍
太
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
じ
ょ
　
お
と
こ
お
ん
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
こ
お
ん
な

春
の
句

折
に
ふ
れ
て

「俳句の力
～私に才能ありますか？！～」

毒
舌
先
生
で
お
馴
染
み
の
夏
井
さ
ん
、

高
浜
虚
子
の
曾
孫
の
星
野
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
俳
句
を
も
っ
と
楽
し
く

し
て
く
れ
る
お
二
人
の
対
談
で
す
。

乞
う
ご
期
待
！

星野 高士
「玉藻」

夏井 いつき
「いつき組」

対
　
談

当
日
句
募
集

「
熊
楠
の
愛
し
た

　

熊
野
の
自
然
・
文
化

―

田
辺
の
夏
を
詠
む―

」

●
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す

（
投
句
用
紙
は
会
場
受
付
時
に
お
渡
し
し

ま
す
）

思
い
出
の
田
辺
、会
場
周
辺
の
風
景
な
ど
、

田
辺
の
夏
に
寄
せ
る
作
品
を
一
句
、
当
日

会
場
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

●
投
句
締
切

　
　
　

大
会
当
日　

午
後
一
時

●
作
品　
未
発
表
自
作

　
　
　

ひ
と
り
一
句
限
り
（
無
料
）

●
発
表　
大
会
会
場
で
発
表

●
選
者　
大
石
悦
子

　
　
　
　

川
口　

修

会場までのご案内
紀南文化会館
〒646
和歌山県田辺市新屋敷町1番地

JRきのくに線
　　新大阪～紀伊田辺
　　特急くろしお125分
　　駅より徒歩15分

南紀白浜空港
　　東京（羽田）から70分
　　空港より車にて20～25分

※会場参加ご希望の方には、6月中旬に会場ま
　でのご案内を入れた入場券をお送りします

大阪

和歌山

田辺市

南紀白浜空港



〈キリトリ線〉

▲ご投句には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

題
「
知
」（
希
望
者
の
み
）「
知
」
の
漢
字
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
２

自
由
題
１

平
成
29
年
度　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

投
句
締
切
：
平
成
29
年
4
月
27
日（
木
）消
印
有
効

田
辺
市
熊
野
俳
句
大
会
投
句
用
紙

都
道

府
県

参
加
す
る
　
　
　
参
加
し
な
い

年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

明
治
・
大
正

昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
　
　
歳
）

フ
リ
ガ
ナ

〒

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

入
場
券
は
、
複
数
組
投
句
の
場
合
も
、
投
句
者
１
名
に
つ
き

　

１
枚
（
２
名
様
入
場
可
）
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※

印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
「
参
加
し
な
い
」
と
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

※

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

ど
ち
ら
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

任
意
で
ご
記
入

　

く
だ
さ
い
。

●誤字・脱字はありませんか。　●未発表・自作に間違いありませんか。
●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか。　
●作品の控えをお手元に残してください。

もう一度ご確認ください

生年
月日

電話
番号 住　所 名　前

大
会
当
日

会
場
に

〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2

田辺市熊野俳句大会
　　　　　事務局御中

投句
在中

会
場
参
加
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

●
入
場
券
が
必
要
で
す

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、二
名
様
ご
入
場
で
き
ま
す
。

●
投
句
し
て
会
場
参
加
ご
希
望
の
方
は

投
句
用
紙
の
「
参
加
希
望
」
欄
に
○
印
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

※

入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
参
加
の
み
ご
希
望
の
方
は

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

返
信
に
ご
自
分
の
宛
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〒
１
８
６

－

８
０
０
１

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

３
６

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

田
辺
市
熊
野
俳
句
大
会
事
務
局

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
（
代
）

①
投
句
用
紙
（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料
（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込

　

受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

●
投
句
料

　
自
由
題
二
句
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　
自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、８
０
０
円

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
現
金
書
留

　

・
定
額
小
為
替

　

・
普
通
為
替

　

・
郵
便
払
込

　
　

（　
　
　

月　
　
　

日
に
払
込
）

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

の　り　し　ろ

投句料を郵便払込された方は

振替払込受付証明書（お客さま用）

を貼ってください。証明書がない場合は
下記へ払込日をご記入ください。

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前



観光のお問い合わせ

田
辺
市

ご
案
内

知の巨人・南方熊楠が愛したまち知の巨人・南方熊楠が愛したまち

鬪雞神社
　平安時代末期、弁慶の父と伝えられる熊野別当湛増が、
源氏と平家の戦いにいずれに付くかで紅白の鶏を闘わせ
て占ったという故事から「鬪雞神社」の名がつけられま
した。
　南方熊楠は、この神社の森（クラガリ山）を重要な植
物研究の拠点として位置付け、観察に訪れています。ま
た、熊楠の妻松枝の父田村宗造はここの神官をつとめて
いました。

田辺祭
　笠鉾が巡行する田辺祭は、闘雞神社の夏祭です。
　毎年７月24日・25日開催

南方熊楠邸（登録有形文化財・平成27年3月26日登録）
　閑静な旧武家屋敷。田辺市中屋敷町の一角に南方熊楠
の旧邸があります。熊楠は1916（大正５）年から1941（昭
和16）年、74歳で亡くなるまでの25年間をここで過ごし
ました。
　熊楠にとって邸は、単なる住居ではなく大切な研究の
拠点でした。柿の木や熊楠がこよなく愛した楠の木は今
も、熊楠の活躍した昔と変わりのない姿で残され見るこ
とができます。
　いまにも熊楠の息づかいが聴こえてきそうな熊楠邸を
体感してみませんか。

南方熊楠顕彰館
　平成18年に南方熊楠邸の隣に開館。南方邸に遺された
書物、日記、資料など25,000点以上の資料を受け継ぐ熊
楠の研究・情報発信の拠点です。
　知られていないその人となりや先駆的な研究、さらに
はエコロジストとしての南方熊楠の世界に触れてみてく
ださい。
　南方熊楠翁生誕150周年を迎える平成29年度は、南方
熊楠翁生誕150周年記念事業実行委員会、南方熊楠顕彰
会を中心に講演会や展示等、様々なイベントを準備して
いますので、ご期待ください。

近代日本において世界を駆け抜け、
日本で初めてエコロジーの思想を提唱した科学者「南方熊楠」

二
〇
〇
四
年
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
、
鬪
雞
神
社
を
は
じ
め
和
歌
山
県
内
で
22
ヶ
所
の
資
産
が
同
遺
産
に
追
加
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
を
受
け
入
れ
、
す
べ
て
を
救
う
熊
野
の
神
々
の
地
は
、

豊
か
な
自
然
と
の
ど
か
な
里
山
が
織
り
な
す
癒
し
の
風
景
に
満
ち
て
い
ま
す
。

通信講座パンフレット（無料）のご請求は

●全国各地で活躍している講師陣が、ていねいに添削指導します。
●数多くのアドバイスを受けることが実作力アップへの近道です。

あなたの俳句を句集にまとめてみませんか！

自費出版 個別相談会を開催します
予約制・
参加費無料 6月22日（木）名古屋 キャッスルプラザ

会場にお越しになれない方は、お電話やお手紙にて相談を
承ります。

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2　6B60係

FAX 042-572-0061　TEL 042-572-3151（代）
ホームページ http://www.n-gaku.jp/life0120-06-8881

　田辺市観光センター TEL 0739-34-5599

宿泊のお問い合わせ
　田辺市旅館業組合 TEL 0739-22-5544


